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長野県における女性のライフコースとその生活環境の特徴
坂 井 博 通
The Life Course and Social Environment of Women in Nagano Prefecture
Hiromichi Sakai
Thisstudydealswith(1)statisticaldataonthelivesofwomeninNaganoPrefecture,
(2)acomparisonoftheirliveswiththoseofwomeninotherprefecturesinJapan,and(3)
therelationshipbetweentheirlivesandtheirenvironment.
TheModalcharacteristicsofwomen'SlivesinNaganoPrefecturecomparedwith
thoseofwomeninotherprefecturescanbesummarizedasfolows:(1)theyarebornto
motherswhoareolderandinbetterhealth,(2)mostofthemattendnurseryschools,then
goontoelementary,Juniorandseniorhighschools,wheretheyaregeneralytaughtby
maleteachers,(3)themajorityenterjuniorcoleges,(4)aftergraduationtheystayin
NaganoPrefecture,obtainjobsinlocalcompanies,liveinagoodsocialenvironment,and
participateinadulteducationclasses,(5)theymarrylaterandhavemorechildren,and(6)
theyspendmostoftheirlivesinNaganoPrefecture,theycarefortheirownand/ortheir
husband'sparents,andtheydieintheirownhomes.
ThesecharacteristicsarediscussedinrelationtothestabilityofNaganoPrefecture's
population.
はじめに
女性のライフコースに関する関心が高まっ
てい る (厚生省人 口問題研究所(1986,
1992))1)Oその理由は､男性のライフコース
の変化と比べて女性のライフコースの変化が
近年一層大きいこと､女性自身の人生に対す
る主体的関心の増加､家族構造の大きな変化､
等であると思われる｡
女性のライフコースに関しては､独自の調
査は必ずしも多くはないが､多量の調査研究
から関連データを収集し日本の女性ライフコ
ース全体の見取り図が集積されつつある (坂
東真理子(1992)､フォーラム女性の生活と展
望(1994))｡また､女性の生活や人生に関する
文献は少なくない｡それらは､歴史､生活､
女性学的視点で研究が行われているが､多く
は特定地域や特定個人の記述的研究に留まっ
ており､普遍性に欠けている｡よって､女性
のライフコースに関しては､その全体につい
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ては統計的研究があり､部分については､地
方的､記述的研究があると言えるだろう｡そ
の理由は､日本人全体の女性のライフコース
の記述的研究は不可能であること､地方には
統計的研究が困難であったこと､等による｡
ところが､コンピュータの発達という調査
可能性の拡大､女性の環境をめぐる地域差の
認識から､地方の女性ライフコース研究が定
量的方向に向かっているように見える｡それ
は､定性的研究を補完､訂正､拡大するもの
で､さらに深い定性的研究を促進するものと
もなる｡
そこで本稿は､長野県の女性のライフコー
スを統計的に扱う｡今までに､長野県の女性
の生活史から女性を扱った研究は少なくない
(もろさわようこ(1969)､金川文子､中島正
莱(1987))｡しかし､長野県全体の女性を視野
に入れて統計的に扱った研究はほとんどない｡
近年､行政サイドで意識調査が行われており､
また､国勢調査が女性のライフコースの多く
の資料を提供しているが､どちらも組織的な
検討がなされていない｡
よって､本研究は､1客観的な統計的デー
タを用い､2長野県を全国の中に位置づけ､
3女性の生活環境とライフコースを考えて
いくこととする｡
その際には､自然､経済､生活等県民すべ
てにかかわる環境を全体環境､特にライフコ
ースに直接かかわる環境をライフコース環境
と呼ぶことにするが､全体環境とライフコー
ス環境､そして女性のライフコースの順に検
討することにする (図 1)｡
図1 女性のライフコースをめぐる環境
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Ⅰ 全体環境における長野県の位置づけ
全体環境を扱うのに最も客観的､包括的な
指標と考えられたのが､総務庁統計局(1991)
のデータである｡現在数値化が可能な多くの
データ､指標に関して資料が収められている｡
そこで､このデータをもとに､全部で401の
項目から長野県が上位 7位､下位 7位以内に
入る項目をとりだし､特徴を選びだした｡そ
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表 1 長野収における特徴的な項 El
区 分 項 目 順位
自然 総面積 4
年平均気温 42
降水量 46
雪日数 6
人口 老年人口割合 6
転入率 41
転出率 43
昼間流入人口比率 45
離婚率 41
生活 衛生費割合 43
商工費割合 4
着工新設住宅の賃貸比率 41
持ち家住宅の延べ面積 (住宅当たり) 7
公営賃貸住宅の家賃 (面積当たり) 42
し尿処理人口比率 3
大型小売 り店数 (人口当たり) 44
百貨店数 (人口当たり) 40
セルフサービス店 (人口当たり) 5
市街化調整区域面積比率 41
工業専用地域面積比率 45
都市公園数 (緑地を除く)(可住面積当たり) 41
消防吏月数 (人口当たり) 45
警察官数 (人口当たり) 46
交通 乗用車所有者数(世帯当たり) 3
乗用車所有数量 (世帯当たり) 7
主要道路実延長 (面積当たり) 42
保有自動車台数 (人口当たり) 2
自家用乗用車台数 (人口当たり) 7
横断歩道数 (道路当たり) 46
信号機数 (道路当たり) 45
交通事故発生件数 (道路当たり) 43
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厚生 雇用保険 (日雇い)受給率 3
生活保護被保護実人月 (人口当たり) 42
生活保護教育扶助人員 (人口当たり) 44
生活保護医療扶助人月 (人口当たり) 41
生活保護被保護老人数 (人口当たり) 46
保護施設数 (保護人口当たり) 1
児童福祉施設数 (人口当たり) 4
保護施設定月数 (保護人口当たり) 1
保護施設在所者数 (保護人月当たり) 1
精神薄弱者相談員数 (人口当たり) 6
国民年金受給者割合 5
政府管掌健康保険給付金額 40
簡易生命保険保有契約保険金額(保有契約) 43
教養 .娯楽 公民館数 (人口当たり) 1
図書館数 (人口当たり) 6
博物館数 (人口当たり) 1
スポーツ施設数 (人口当たり) 3
運動広場数 (人口当たり) 2
庭球場数 (人口当たり) 2
体育館数 (人口当たり) 5
常設映画館数 (人口当たり) 6
青少年学級 .講座受講者数 (人口当たり) 7
成人一般学級 .講座受講者数 (人口当たり) 3
社会教育費 (1人当たり) 4
教養娯楽費割合 5
教育 児童福祉費割合 44
幼稚園数 (3-5歳人口当たり) 47
保育所数 (0-5歳人口当たり) 8
公立小学校屋内運動場設置比率 2
公立小学校70-ル設置率 3
小学校女子教員割合 45
幼稚園在国者数 (教月1人当たり) 46
保育所在所者数 (保母 1人当たり) 3
坂井 :長野県における女性のライフコースとその生活環境の特徴
公立保育所在所者比率 1
幼稚園教育普及率 47
保育所教育普及率 1
中学校費 (1人当たり) 6
公立中学校木造校舎面積比率 1
公立中学校プール設置率 2
中学校女子教月割合 47
公立高等学校生徒比率 6
高校等学校進学率 3
大学数 (人口当たり) 45
出身高校所在地県の大学への入学者割合 45
経済 労働力人口比率 (男) 2
労働力人口比率 (女) 3
第3次産業者比率 47
完全失業率 47
県内就業者比率 3
有効求人倍率 5
中高年者 (45歳以上)就職率 7
離職率 44
労働者災害補償保険給付率 44
地方債現在高割合 5
労働災害度数率 41
健康 死産率 (出産当たり) 45
2,500g以下出生率 44
65歳以上死亡率 45
一般病院年間新入患者数 (人口当たり) 7
標準化死亡率 44
平均寿命 (男) 2
平均余命 (65歳男) 5
脳血管疾患死亡者数 (人口当たり) 1
一般病院平均在院日数 43
保健婦数 (人口当たり) 6
資料)総務庁､1991､｢統計で見る県の姿｣
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の結果､91項目が抽出された (表 1)｡
都道府県数が47で上下7位以内であるから､
1つの都道府県から特徴的な項目は14×401
÷47で120項目ほど期待される｡ところが､長
野県の特徴として抽出された項目数は期待値
よりもかなり少なく､長野県は突出した特徴
が少ない県であると言える｡
次に､内容に関して見ていこう｡( )内の
順位は､統計値の大きい方から数えた順位で
ある｡
自然に関して見ると､長野県は､面積が広
く (4位)､寒い時期が長く (42位)､雪は多
いが (6位)､雨が少ない (46位)｡これは周
知のことだろう｡
人口に関しては､高齢人口割合が高い (6
位)｡雛婚率が低い (43位)｡また､移動に関
して特徴がある｡年間を通して見た転入率､
転出率がともに低く(41位､43位)､一日に流
入する人口の比率も小さい (45位)0
生活については､商業と警察､消防の条件
が悪い｡人口当たりの大型小売り店数が少な
く (44位)､百貨店数も少ない (40位)｡人口
当たりの消防吏月数､警察官数も非常に少な
い (45位､46位)｡商工 費割合 は高 く (4
位)､し尿処理の比率が高く (3位)､衛生費
の割合が少ない (43位)｡
しかし､持ち家住宅の延べ面積が広く (7
位)､公営費住宅の家賃は安 く (42位)､直接
的な住環境はよい｡
交通に関しては､県の面積に比し道路距離
が短い(42位)O道路当たりの横断歩道数が少
なく (46位)､信号機数も少ない (45位)｡つ
まり､歩行者に優しくない｡一方､世帯当た
りでも､人口当たりでも自動車の数は多い｡
世帯当たりの乗用車所有者数(3位)､世帯当
たりの所有数量(7位)､人口当たりの保有自
動車台数 (2位)も高い｡本データ集には､
鉄道関連の統計がなかったが､自動車優先社
会であるというのは明白だろう｡しかし､道
路当たりの交通事故発生件数は少ない (43
位)｡
厚生に関しては､児童福祉施設数 (人口当
たり)が恵まれ (4位)､保護施設定月数 (保
護人口当たり)も全国1位､現実には､生活
保護被保護実人員 (人口当たり)が42位と低
く､生活保護被保護老人数 (人口当たり)ち
46位と低い｡精神薄弱者相談月数 (人口当た
り)は6位と高い｡施設が恵まれているので､
実際に利用している割合が低くなっていると
言えよう｡
次に､教養娯楽に関する特徴を見てみよう｡
有名な指標であるが､公民館数が全国1位で
ある｡その他､人口当たりの図書館数 (6
位)､博物館数 (1位)と施設が充実してい
る｡それと同時に､活動も盛んである｡人口
当たりの成人一般学級 ･講座受講者数 (3
位)､青少年学級･講座受講者数 (7位)も多
い｡その他の娯楽施設も整っている｡人口当
たりのスポーツ施設数(3位)､運動広場数(2
位)､庭球場数 (2位)､体育館数 (5位)､一
人当たりの常設映画館数が多い(6位),実際
教養娯楽に費用をが ナている (5位)a
以上の全体環境を見るに､長野県は､自然､
地理的条件に大きな制約を受けていることが
わかる｡交通 ･物流側面だけでなく､人の交
流も少なくなっており､人々の行動可能性が
かなり悪い可能性もある｡
また､教養娯楽に関しては､施設､予算と
もに充実し､参加度も高い｡ただ､交通条件
が悪いことが､地域間交流のネックになって
いると考えられる｡また､それは逆にたとえ
ば公民館数が多い､という居住地域依存のシ
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ステムを支えているとも考えられる｡
長野県は､村の数が日本1多いという特性
も持っているが､山がちな地理的環境がそれ
を導いていると言えよう｡
ⅠⅠ ライフコース環境の特徴
次に､表 1で抽出された特徴の中から特に
ライフコースをめぐる環境に限定して､突出
する特徴を見てみよう｡
まず､幼稚園や保育園に入る時期に､県の
特徴がはっきりと出てくる｡幼稚園教育普及
率が最も低いのに対して(47位)､保育所教育
普及率が最も高い(1位)03-5歳当たりの
幼稚園数が最も少ない(47位)｡教員1人当た
りの幼稚園在園者数が少ない (46位)｡また､
公立幼稚園在園者比率が低い(42位)oこのよ
うな特殊な偏りの起源に関しては別の機会に
述べることにする｡
小学校では､公立小学校屋内運動場設置比
率が高く(2位)､公立小学校プール設置率も
高い (3位)｡これは､気候 ･自然環境の配慮､
さらに､そのようなスペースをとることがで
きる地域の広い面積によっていると思われる｡
また､小学校女子教員の割合が低い (45位)｡
中学校では､公立中学校木造校舎面積比率
が高く(1位)､公立中学校プール設置率も高
い(2位)｡また､1人当たりの中学校費が高
くなる(6位)｡そして､中学校女子教員の割
合が全国最低である (47位)0
小学校､中学校における教男の子どもに及
ぼす影響は相当に大きいものと考えられる｡
男子教員による教育が特に多いということに
より､他県とは異なった人生の価値観が形成
される可能性があるだろう｡
高校-の進学率は高く(3位)､公立学校生
徒比率も高い (6位)｡
一方､高校への進学率は高いものの､人口
当たりの大学数が少なく(45位)､その結果と
して出身高校所在地県の大学への入学者割合
が低く (45位)なっている｡
次に､仕事の側面を見ていこう｡労働力人
口比率は男女ともきわめて高い (2位 と3
位)｡中高年者 (45歳以上)就職率も高い (7
位)｡転出入の低さもあるが､県内就業者比率
は高い(3位)｡これは､第3次産業者比率が
全国1低い (47位)という産業構造とも関連
していると思われる｡さらに､それは､気候
･自然の特徴と関連があるだろう｡
安定した職業環境は､有効求人倍率の高さ
(5位)､離職率の低さ (44位)､完全失業率
が全国1低いこと (47位)にも表れているO
労働者災害補償保険給付率が低いこと(44位)
も労働条件のよさとして考えることができる｡
保健 ･医療に関して見てみると､男子の平
均寿命が高く(2位)､65歳の平均余命も長い
(5位)｡それでは､一般病院制度の充実があ
るかと言えば必ずしも断定できない｡無薬局
町村比率が高い(4位)｡人口当たりの保健婦
数は多い(6位)｡一般病院平均在貞日数は短
い (43位)O脳血管疾患死亡率が全図1であ
る｡
以上の結果から､次のような概略が導けそ
うである｡
全般的に､長野県では､厳しい自然環境が
かえって施設的充実を促進している｡保育園
中心の幼児教育と男子教員が中心の小中高校
教育があり､大学が地元になく他県流出が進
む｡働 くことに関しては､恵まれた条件にあ
り､医療施設は十分でないが､なぜか､非常
に平均寿命が高くなっている｡
ところで､経済企画庁国民生活局 (1994)
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によると､長野県の ｢活動領域｣別の特徴は
図2のようになる2)｡まず､全国平均よりもす
べての点が上回るが､｢住む｣｢癒す｣の点が
他の項目よりも成績が悪い｡｢住む｣に関して
は､住環境の他に､本稿でいう生活環境の指
標も多く入っているので比較的悪い成績が示
されたが､内容は本稿と同様である｡｢癒す｣
でも､病院関係の指標で悪い成績が示された
が､これも､本分析と同様の結果と言えよう｡
また､｢交わる｣｢働 く｣｢遊ぶ｣の好成績も本
稿の分析結果と同様である｡
また､朝日新聞社 (1994)による同様の県
別分析資料によると､図3に示されるような
長野県の｢生活満足｣指標となる3)｡用いる指
図2 長野県の活動領域偏差値バランス図 :1994
資料)経済企画庁､1994､｢新国民生活指標｣
図3 生活満足指棟順位 :1993
資料)朝日新聞社､1994､｢民力別冊 時系列データで読む
地域の変化と展望｣
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標の類似性もあるが､本稿で言及した状態と
同様の結果が示されていると言えよう｡
また､生活の ｢現代化指標｣の側面に関し
ては､長野県は1987年から93年にかけて､や
や後退していること､特に､情報､教育の側
面が相対的に低下していることがわかる (図
4)4)｡
ⅠⅠ 女子のライフコースの特徴
女子のライフコースを考えていく際に､事
実の他に本人の意識と行動の双方に関して検
討しなければならないのは言うまでもない｡
実際､ミクロのレベルで見れば､本人の人生
に対する態度やライフスタイルがライフコー
スを決定していくと考えることができる｡し
かし､意識や行動は､本人の属性や環境の変
数により説明されることも多いOまた､外に
表れた事実が意識や行動の多くを表現してい
るとも考えられる｡そこで､本稿では､主に
事実に関して検討するが､特に､出生､学校､
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職業､結婚､家族､死亡という側面に関して
見ていくことにする｡それらは､ライフコ-
スの最も基本的な要素であると考えられるか
らである｡
1. 出生
まず､歴史的に見ると､長野県は出産に関
して､必ずしも環境条件がよかったわけでは
ないが､近年は､病院で出産する割合が高く､
2,500g以下の出生割合が低 く(44位)､死産率
も低い(45位)｡その原因はともかく比較的安
心して出産できている (健康に生まれる)と
言えよう｡ただ､これが医療機関の医師 ･施
設が整っているため､と考えるのは性急であ
る｡全国の母親の出生年齢を統計的にコント
ロールして検討しなければならない｡出生後
の新生児や乳児死亡率の成績が特によいわけ
ではないからである｡
2. &S
長野県は､幼稚園ではなく､保育園に通う
割合が非常に高いことは先に示した｡これは､
労働力率が日本 1という現象-の対応と考え
図4 生活現代化指棟順位の変化 :1987､93
資料)朝日新聞社､1994､｢民力 時系列データで読む地域の変化と展望｣
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ることもできる｡現実には､幼稚園と保育園
の園児の生活内容がそれほど変わらないとは
いえ､親からみると､保育園に通わせること
は､幼児教育にかかる費用 ･時間が他県より
も比較的少なくなる､と考えられる｡
また､保育園に関しては､子どもの年齢に
より就園率が全く異なる｡0-2歳は全国で
も最低のグループに属するのに対して､3歳
以降から急激に高くなり､5､6歳では全国で
最も高くなる (図5)0
小さい時に親との接触､あるいは､祖父母
の接触が多いというのが長野県の特徴という
ことになるだろう｡別の見方をすると､社会
性を身につけだすのが､他県より遅いという
ことになる｡
女子の就業との関連で言えば､子どもが小
さいときに子どもを預けて働 くという選択肢
が準備されていないということになる｡
また､幼稚園は私立に多く依存していると
いう特殊性が見られる｡87.7%が私立幼稚園
に通い､これは全国で4番目の高さである｡
次に､教員の女子比率を見てみよう｡図6
で明らかなように､女子教員の比率がたいへ
ん低い｡これは､女子の学習意欲を押さえる
働きをする可能性がある｡SouthandTrent
(1989)は､女子の比率という変数が､女子
の社会的地位に与える影響を検討し､先進国
において､その効果が大きいことを見出して
いる｡教員比率に関して言えば､たとえば､
職月会議における女子教月の比率の低さは､
男性的価値の支配を許し､内容も男性的価値
を優先したものとなるだろう｡また､男性的
考え方の生徒-与える影響も少なからずある
だろう｡
ところで､大学対短大の比率をとると､長
野県が最も小さい(表2)｡女子の高校以上の
教育が短大に多く依存していることがわかる｡
換言すると､女子の大学選択の幅が少ないこ
(%) 図5 子どもの年齢別保育園就園率 :1990
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0
資料)総務庁統計局､｢匡l勢調査｣
注)数字は､都道府県順位｡
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図6 都道府県別女子教員の占める割合 :1992
資料)文部省､1992､｢学校基本調査報告｣
注)長野と東京以外の県名は省略｡
?? ????
?
図7 都道府県別第 3次産#割合 .'1990
資料)総務庁統計局､1990､｢匡l勢調査｣
注)長野と東京以外の県名は省略｡
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表 2 都道府県別短大大学比 二1990
地域 短大 大学 比率
全国 591 523 1.1
藁葺道 30 '24 1.3
7 6 1.2
6 4 1.5
8 10 0.8
5 2 25
i萱 4 2 2.0
5 5 1.0
10 6 1.7
8 6 1.3
ll 5 2.2
22 15 1.5
17 21 0.8
78 106 0.7
27 22 1.2
8 7 1.1
5 08
盃 畳 8 8 1.03 4 08
梨 6 5 12
ソ知 12 7 1.7
12 7 1.7
44 34 3
嚢裏 7 5 1.4
6 2 3.0
20 25 0.8
43 3 2
薫蒸 28 29 1.0
7 9 0.8
3 3 1.0
2 1 2.0
2 2 1.0
13 10 3
広島 15 12 1.3
山口 ll 6 1.8
葦塵 6 4 1.5
6 3 2.0
意蘭 3 3 1.027 26
i ; A 3 3 1.0
10 4 2.5
7 6 1.2
5 4 1.3
3 4 0.8
6 5 1.2
a 4 3
資料)文部省､1992｢学校基本調査報告｣
とがわかる｡
以上のように､女子の教育は､統計で
みる限り､大学施設の不十分､教員性比
の異常によって少しゆがんでいると言え
る｡
3. 就職
長野県の県内就職率が高いことはすで
に見た｡坂井博通､高津 ドロテ-､岩下
明 (1994)によると､長野県の女子は､
結婚後に就業しないという生活を希望す
る者の割合が小さい｡これは､時代の不
況の影響でないとするならば､長野県民
が｢こつこつ働 く｣(長野県世論調査協会
(1994))志向の者が多いということとも
関係があるかも知れない｡県民性からの
アプロ-チも必要だろうo
また､第3次産業の割合が最も低いの
が長野県の特徴であった (図7)｡よっ
て､女子の就職先は､やや特異性を持た
ざるを得ないというのがわかる｡
図8は､都道府県別の1960年と1990年
の第3次産業割合の変化と1990年の第3
次産業割合との関係を見たものである｡
長野県は1960年から1990年にかけての産
業割合の変化についても､大都市を擁す
る都道府県を除くと､その差が最も小さ
く､これは女子 (も男子)も就職先があ
まり変化していないことを物語る｡しか
し､かえってこれが､高い県内就職率の
安定性を生んでいるのかも知れない｡
4. 結婚と家族
女性のライフコースを大きく変えるの
は結婚である｡名字､住まいや職業が変
わる可能性が高いからである｡
まず､長野県は､未婚率も高く､初婚
年齢も男女とも高いことを押さえておか
?
?
???????
?
?
?
? ?
? ?
?
監【
55
鑑
45
坂井 :長野県における女性のライフコースとその生活環境の特徴 27
図8 都道府県別､1990年の第3次産菓割合と196D年と90年の第 3次産業割合の差の関係
?
?
静
愛
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* **** * **
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真野事
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14･ 18 22 26
(90年第3次産業割合.-ぺ0年第3次産業割合)
資料)総務庁統計局､｢匡l勢調査｣
図 9 都連府県別男 (30-34歳)と女 (25-29歳)の未塘者割合の関係 :1990
･*･* * ･* *･ ***･* *･**f F *. 辛 辛
* *" * * 轟 * **
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辛
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資料)厚生省人口問題研究所､1994､｢人口統計資料集｣
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図1t) 都道府県別平均初婚年齢 :1990
?
? ?????
???? ? ?? ??? ?
?? ? ?
27.8 28.2 28.6
男 子
資料)厚生省統計情報部､1990､｢人口動態統計｣
なければならない (図9､図10)0
その理由はいろいろ考えられているが､は
っ き り した結 論 は 出 て い な い (坂 井
(1992))｡人口が停滞しているために､配偶
者が見つけにくいということも大きく関係し
ていると考えられる｡
また､離婚率に関してはたい-ん低い値で
あるが､結婚年齢が高いことと関連があるだ
ろう｡再婚年齢も高い (1990年で妻は37.2歳
と全国7位､夫は40.7歳と全国5位)｡
5. 出産､家族
合計特殊出生率が全国で9番目に高い5)0
そして､図11で示されるように､相対的に､
合計特殊出生率の順位は近年高くなっている｡
また､図12にあるように､年齢別の出生率
が他県に見られない独特のパタンが見られる｡
まず､15-19歳の出生率が山形県についで低
い (46位)6)0 20-24歳の出生率は､東京､神
奈川､千葉等についで低い(42位)｡25-29歳
は全国の中くらいである(21位)0 30-34歳は
日本で最高の出生率である｡35-39歳では5
番目と高い｡ところが､40-44歳の出生率は
22番目､45-49歳の出生率は15番目と中位に
低下していく｡
この30代前半の高い出産集中度は､死産率
が低いことを若干説明するだろう｡また､特
定年齢層の集中度が高いということは､出産
への圧力が他の地域よりも高いという可能性
も示唆される｡もちろん､これらの特徴は､
長野県の女子の結婚年齢が高いことと最も強
い関係があると考えられるが､さらに根本に
は､高い労働力率とも関連があると考えられ
る｡
長野県の家族に関するデータは､近年一般
に聞かれるたくさんの議論ほどないのが現状
である｡また､その多くないデータでは特に､
長野県の家族や世帯の事実に関する目立った
特徴は出ていない｡
家族形成意識に関しては､東京の女性と比
べると､直系家族形成の意識がまだ強く､長
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図11 長野県の合計特殊出生率の順位の推移 :1960-90?
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資料)厚生省人口問題研究所､1994､｢人口統計資料集｣
図12 長野県の女子の年齢別出生率とその順位 :1991
?
? ??
? ? ? ? ?
???????????
Z- 1215--19Ⅱト′2425-29 刀-34 35-394D-44 45こ49(歳)
年 齢
資料)総務庁統計局､1990､『国勢調査』
注)数字は､順位｡
男に依存する傾向も見られる (坂井博通､高
津 ドロテ-､岩下明 (1994))｡それは､他県
と比し､親の生存可能性が高いことも関連が
あると考えられる｡
表3は､女子高齢者が､病院や社会施設で
暮らす割合を示したものである｡そこで暮ら
す高齢者の割合は当然年齢により大きく異な
る｡そして､年齢が高くなるにつれて､地域
差が大きくなるが､長野県の高齢者は､全体
としてそれらの施設等の世帯で暮らす割合が
かなり小さい (65-74歳で33位､75-84歳で
46位､85歳以上で41位)｡つまり､在宅福祉が
進んでいる県と評価できる一方､看取る者の
負担は相当高くなっている可能性も考えられ
る｡
長野県の長男依存度の高さも､このような
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表 3 女子高齢者の都道府県 ･施設世帯所属割合 : 状況に基づ く意識であるのかも知れな
燕 醤 FLi. .al65-74 75-84 8 5- 読
藁 葺 道
2:7 9:0 17:0
2.4 6.9 13.7
1.6 4.4 8.3
2.5 7.7 14.2
i i 1.5 4.2 7.8
1.9 5.4 9.3
1.5 4.4 8.4
1.5 4.3 7.6
1.6 4.4 8 .9
1.7 6.3 14.8
1.6 5.4 ll.7
1.6 5.4 15.3
1.4 5.4 15.0
6 5 0 9
富 山 2.2 . 8.6 19.6
盃 堂 2.7 9.2 19.85 7 9 5 2
山 1 8 5 0 10 7
1.6 4.7 9.6
1.7 5.6 ll.8
茎 葉 1.9 5.9 12.0
1.4 3.8 8.0
2.0 6.9 15.9
2.0 6.8 15.8
1.6 5.2 ll.7
2.0 5.7 12.5
2.1 5.9 12.8
2.0 5.2 10.6
1.9 6.7 14.8
2 3 7 5 5 2
広 島 2.1 7.1 17.0
萎 馨 島 2.7 10.5 25.8
3. 4 10.9 21.4
2.5 8.3 17.0
2.4 7.5 14.5
3.5 12.2 27.0
3.1 ll.5 26.7
3.0 10.9 23.0
3.2 ll.9 27.4
3.3 12.1 27.5
2.6 9.1 20.0
2.9 9.9 22.6
3.2 10.0 21.8
資料)総務庁統計局､1990､『国勢調査』
い｡
6.死亡
男子の平均寿命は､1975年から1990
年にかけて4位､3位､2位､1位と
なって長寿県となっている｡女子の寿
命も､男子の寿命と伍して､1975年か
ら1990年にかけて16位､9位､9位､
4位と上昇している｡
見落としてならないのは男女の寿命
の差の拡大である｡これは女子にとっ
て､1人で生活する時間が長くなるこ
とを意味するのである｡実際長野県で
は､1975年の4.60歳から1990年の5.27
歳と拡大している｡しかし､他県との
比較ということならば､45位､43位､
45位､46位とむしろ寿命の差が小さい｡
また､自宅で死ぬ割合が高いのも長
野県の大きな特徴である(図13)｡これ
に関しては､直接的な原因はわからな
いが､一人当たりの病院数が少ないこ
と､親との同居志向が強いこと､その
底には､移動率の低さが､子どもを親
の近辺に居住させている可能性が高い
ことなどが考えられる｡これは､長野
県の女子が老親介護を行う可能性が高
いことを意味する｡
7. まとめ
以上の特徴から､長野県の女子ライ
フコースの最頻的モデルを描いて見る
と､｢(他県と比べて)比較的高い年齢
の母親のもとに､比較的健康に恵まれ
て生まれ､保育園に行き､小中高校と
男子教員に教わり､短期大学に進学し､
かなり高い就職率で県内に就職し､恵
まれた遊び環境と生涯学習の環境下で
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図13 自宅で死亡する割合 :1990
資料)厚生省統計情報部､1190､｢人口動態統計｣
過ごし､比較的遅れて結婚するが､比較的多
い子どもを生み､あまり離婚の危機に陥るこ
ともなく､長野県の外に出ることも少なく､
老親介護を経験しながら､長寿を実現しつつ､
家族に見守られて死ぬ｣､ということになろう
か｡
Ⅳ 結びにかえて
本稿は､女性が主体的にライフコ-スを選
びとるという視点をとっていない｡つまり､
女性が環境適応的に生活していくという視点
をとって､｢ある環境下にあるにもかかわら
ず｣その環境を乗り越えてライフコースを形
成していく側面に関しては､触れなかった｡
それは､別の機会とする｡
また､長野県の ｢県民性｣というパーソナ
リティ的要因をほとんどとりいれていない｡
それは､環境とは無関係に作用するものであ
る｡この要因も考慮できれば､より女子のラ
イフコースの理解が進むものと考えられる｡
最後に､長野県の人口全体の停滞性に関し
て見ておこう｡図14は､都道府県を単位に､
1960年の人口と1930年の人口比を横軸に､
1990年の人口と1960年の人口比を縦軸にとっ
てみたものである｡長野県は､最も左下の部
分に位置することがわかるOつまり､1930年
から人口が最も変化していない県であること
がわかる｡この結果は､長野県の人々の意識
が､伝統的､保守的になる可能性が強いこと
を､そしてライフコースがあまり変化しない
ことを示唆しないだろうか｡
人口がある地域に増えるということは､地
域とそこに住む個人の生活の活性化につなが
る｡たとえば､働き口､遊ぶ場所が増え､交
通の俊がよくなり､学校選択の幅も広がる｡
もちろん問題点も生じるが､少なくともある
変化が生じるのは確実である｡逆に､人口が
32
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図14 都道府県別､年次間人口比の関係 :1930､60､90
1.1 1.3 1.5 1.7 1.9 2.1
60年/90年
資料)厚生省人口問題研究所､1994､｢人口統計資料集｣
増えないということは､変化が少ないという
ことになるだろう｡
長野県の第3次産業化の遅れ､近年の ｢現
代化指標｣の順位後退等も､人口停滞 とあい
まってライフコースの変化を小さいものにし
ていないだろうか｡
もし､このような人口停滞が今後 も続 くな
らば､長野県の女子のライフコースは､他県
と比べてその変化があまり大きくならないと
考えられる｡
本稿は､現在の女子のライフコースとその
環境を表面的に素描 したに過 ぎない｡さらに､
異なる年次における比較､コウホー ト (特定
世代)の経験からみた女子ライフコースの特
徴をも明らかにすることが次の課題 として残
された｡
また､特異性が見られた多くのデータの歴
史的起源をさぐり､さらには､環境要因が及
ぼすライフコース-の影響を想像でなく実証
的に特定する必要がある｡
注)
注1)ライフコースに関しては､厚生省人口問題
研究所(1986)､坂井博通､高津 ドロテ-､岩
下明(1994)を参照｡
注2)活動領域別の指標は､それぞれ13個～23個
の多くの統計から形成される｡経済企画庁国
民生活局 (1994)､P.9の一覧を参照O
注3)安定水準は､人口密度･富裕度 ･所得格差
･1人当たりの部屋数 ･持ち家率 ･1人当た
り社会資本投資額 ･失業率 (男) ･家出人･
物価格差 ･企業倒産件数 ･被生活保護者数 ･
地方交付税から､安全水準は､1人当たりの
可住地面積 ･1人当たりの都市公園面積 ･植
生自然度 ･水の自然度 ･交通事故発生件数 ･
交通事故死傷者数 ･犯罪発生件数 ･殺人件数
･火災による損害額 ･工場用地面積 ･亜硫酸
ガス排出量･浮遊ふんじん濃度から､健康水
準は､体位成長度 ･病床数 ･医師数 ･平均寿
命 ･下水道普及率 ･病死者数 ･自殺者数 ･精
神病患者数からなる総合水準であるo
注4)情報化率は､汎用コンピュータ実働金額･
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雑誌販売額 ･新聞部数 ･速達通数 (以上人日
当たり)･VTR世帯保有率から､教育化率
は､大学志願率 ･高校志願率 ･世帯当たり教
育費支出から､モビリティ化率は､乗用車利
用回数 ･人口当たり乗用車保有台数 ･普通運
転免許保有率 ･自動車 1台当たりガソリン消
費量から､ファッション化率は､テープレコ
-ダー･CDプレーヤー保有率 (以上世帯当
たり) ･人口当たり海外旅行回数 ･女性雑誌
部数 (女性15-29歳人口当たり)･外車比率
(乗用車比)からなる総合指標である｡
注5)合計特殊出生率 とは､女子の年齢別出生率
の合計で､ある年の出生率を女子が経験する
と生涯何人の子どもを出生することになる
かというシナ リオ的指標である｡
注6)他県のデータは省略o
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